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（17）以下の通り訂正いたします。

P118 共同発表者削除

誤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正
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【目的】
臨地実習において，看護学生と学校の教員および臨地の実
習指導者との関係性に焦点をあて，看護学生の教員および
実習指導者に対する信頼感の違いが，看護学生自身が主観
的に臨地実習に適応しているのかどうか，すなわち，実習
適応感に差があるのかを検討する。
【方法】
統合実習を除く全ての臨地実習を終了した６校の看護学生
４年生470名を対象に，質問紙調査を実施した。使用され
た尺度は，「実習適応感尺度（５件法）」「教員に対する信
頼感尺度（４件法）」「実習指導者に対する信頼感尺度（４

件法）」であった。質問の教示方法については先行研究を
参考に，「今まで経験された実習の中で，あなたが一番心
に残っている実習」を回答前に示した。分析方法は，初め
に教員および実習指導者に対する信頼感低群と高群に分類
し，それぞれに対する実習適応感の平均値（標準偏差）ま
たは中央値（四分位範囲）を算出した。最後に教員および
実習指導者に対する信頼感低群と高群の実習適応感の比較
には差の検定を行なった。統計解析はSPSS（Statistics22）
を使用し，有意確率は５％未満とした。倫理的配慮とし
て，調査対象者へは口頭と文章を用いて個人が特定されな
いこと，成績に関係しないことなどを説明し，質問紙への
記入と返信をもって同意を得たものとした。また，兵庫医
療大学倫理審査委員会の承認を受けた。
【結果】
309名（65.7％）から回答を得た。回答に不備があるもの
を除き，294名（95.1％）を分析対象とした。調査対象者の
属性は，男性33名，女性261名，平均年齢21.73歳（1.58）
であり，入学形態は全員学士入学であった。教員に対する
信頼感低群の実習適応感の平均値3.16（0.58），教員に対す
る信頼感高群の実習適応感の平均値3.52（0.53），実習指導
者に対する信頼感低群の実習適応感の中央値3.23（0.70），
実習指導者に対する信頼感高群の実習適応感の中央値3.53
（0.82）であった。教員に対する信頼感低群と高群の実習
適応感に差があるのかについては対応のない t検定，実習
指導者に対する信頼感低群と高群の実習適応感に差があ
るのかについてはMann-Whitney検定を行なった。その結
果，看護学生の実習適応感は，教員および実習指導者に対
する信頼感低群と高群との間で有意な差がみられ，両群共
に信頼感高群の実習適応感のほうが高かった【t（292）＝
5.69，p＜ .01】【Mann-Whitney U＝ .00，p＜ .01】。
【考察】
看護学生の教員及び実習指導者に対する信頼感は，信頼感
高群のほうが低群より臨地実習に適応していることが明ら
かとなった。このことから，看護学生と教員および実習指
導者との信頼関係は，看護学生の学習基盤を形成するだけ
ではなく，実習適応感にまで影響を及ぼすことが示唆され
た。よって，看護学生が実習適応感を高くもって臨地実習
に臨むには，看護学生の教員および実習指導者に対する信
頼感が必要不可欠である。

【目的】
看護学生のヒューマンケアリング力向上のための教育プロ
グラムへの示唆を得ることをねらいに，社会人基礎力の
ヒューマンケア行動への関連を明らかにすることを目的と
した。
【方法】
調査対象：Ａ大学の看護学生１～４年生の169人のうち分
析項目に欠損のない142人。調査方法：無記名自記式質問
紙調査。調査内容：性，年齢，ヒューマンケア行動調査
票（竹尾ら，2005）の７因子のうち教育による介入が可能
な６因子，社会人基礎力（北島ら，2011）。調査期間：１～
３年生は４～５月，４年生はすべての実習が終了した10
月。分析方法：ヒューマンケア行動に社会人基礎力が関連
すると仮定した因果関係モデルのデータへの適合性を構造
方程式モデリングによる確認的因子分析で検討した。因
果関係モデルのデータへの適合性は，適合度指標CFIと
RMSEAにより判断した。倫理的配慮：研究者らが所属す
る機関の倫理審査委員会の承認を得た。調査への同意は調
査票の提出をもって得たものとした。
【結果】
ヒューマンケア行動への社会人基礎力の関連を検討した結
果を図１に示した。適合度指標は統計学的許容水準を満た
しており，因果関係モデルはデータに適合した。変数間の
関連に着目すると，社会人基礎力の「アクション」「シン
キング」「チームワーク」のうち，「チームワーク」はヒュー
マンケア行動に正の有意な関連がみられた。
【考察】
ヒューマンケア行動と社会人基礎力の下位概念である
「チームワーク」が正の関連性を示し，「チームワーク」力
の高さがヒューマンケア行動を高めることが明らかになっ
た。「チームワーク」は下位概念として「発信力」「傾聴力」
「柔軟性」「状況把握力」「規律性」「ストレスコントロール
力」から構成されている。したがってヒューマンケアリン
グ力の向上には，個人を中心とした活動力や思考力だけで
なく，グループディスカッションを通して聞き合う力や，
他者関係におけるストレスコーピング方略に関する教育プ
ログラムが必要であると考えられた。

11） 看護学生の教員および実習指導者に対する信頼感の
違いにおける実習適応感の差の検討
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図１　n=142，df=367，χ²=2600.784，RMSEA=0.043，CFI=0.969
　　　破線は非有意なパスを示す
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